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気
仙
沼
港（
気
仙
沼
支
部
）

　
８
月
６
日
、
気
仙
沼
港
の
コ
の

字
岸
壁
で
大
型
サ
ン
マ
漁
船
一
斉

出
漁
の
「
出
船
送
り
」
が
盛
大
に

行
わ
れ
、
乗
組
員
の
家
族
や
関
係

者
の
ほ
か
、
多
く
の
市
民
が
サ
ン

マ
漁
船
の
一
斉
出
港
を
見
送
り
、

安
全
航
海
・
安
全
操
業
、
大
漁
を

願
っ
た
。

　
出
港
式
に
先
立
ち
、
出
船
送
り

城
船
団
が
一
致
団
結
し
、
昨
年
に

続
き
気
仙
沼
の
サ
ン
マ
水
揚
げ
本

州
一
に
向
け
て
頑
張
り
ま
す
」
と

大
漁
満
船
へ
の
意
気
込
み
を
語

り
、
各
船
は
見
送
り
の
声
援
を
受

け
、
一
路
、
北
海
道
の
花
咲
港
へ

向
け
出
港
し
た
。

大
船
渡
港（
気
仙
沼
支
部
）

　
８
月
８
日
、
大
船
渡
港
で
サ
ン

マ
棒
受
け
網
漁
船
６
隻
の
出
港
式

が
開
催
さ
れ
、
乗
組
員
の
家
族
や

関
係
者
の
ほ
か
、
多
く
の
市
民
が

サ
ン
マ
漁
船
の
一
斉
出
港
を
見
送

り
、
安
全
航
海
・
安
全
操
業
、
大

漁
を
願
っ
た
。

　
出
港
式
で
は
、
は
じ
め
に
鎌
田

水
産
株
式
会
社
の
鎌
田
仁
代
表
取

締
役
社
長
が
安
全
航
海
・
安
全
操

業
を
最
優
先
に
、
大
漁
を
期
待
す

る
あ
い
さ
つ
を
述
べ
た
後
、
渕
上

清
大
船
渡
市
長
か
ら
激
励
の
祝
辞

が
述
べ
ら
れ
た
。

　
サ
ン
マ
漁
は
こ
こ
２
年
間
、
豊

漁
に
恵
ま
れ
て
い
る
一
方
、
今
年

は
日
露
漁
業
交
渉
の
結
果
、
ロ
シ

ア
水
域
で
の
操
業
が
４
年
ぶ
り
に

見
送
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
ま
た
中
東
情
勢
の
悪
化
に
伴
う

船
舶
燃
料
油
価
格
の
高
騰
と
漁

業
資
材
や
食
料
品
の
物
価
高
を
併

せ
、
漁
業
会
社
を
取
り
巻
く
経
営

環
境
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。

　
そ
れ
で
も
、
こ
れ
か
ら
出
漁
す

る
乗
組
員
は
、
大
漁
へ
の
期
待
を

胸
に
、
見
送
り
に
来
た
家
族
や
関

係
者
に
笑
顔
で
応
え
「
地
元
の
期

待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
漁
に
励

む
」
と
意
気
込
み
を
語
り
、
大
漁

旗
を
な
び
か
せ
な
が
ら
、
小
名
浜

港
を
出
港
し
た
。

気
仙
沼
港（
北
陸
支
部
）

　
８
月
６
日
に
気
仙
沼
港
か
ら
、

北
陸
支
部
が
担
当
す
る
池
田
水
産

株
式
会
社
の
サ
ン
マ
棒
受
け
網
漁

船
「
第
三
明
音
丸
」
が
出
港
し
た
。

　
ま
た
８
月
８
日
、
北
陸
支
部
が

担
当
す
る
豊
進
丸
漁
業
生
産
組

合
所
有
の
サ
ン
マ
棒
受
け
網
漁
船

「
第
三
十
五
豊
進
丸
」
が
、
家
族

や
漁
業
関
係
者
に
見
送
ら
れ
、
サ

の
会
場
と
な
っ
た
岸
壁
で
は
、
太

鼓
団
体
有
志
と
鮪
立
大
漁
唄
込
保

存
会
が
太
鼓
と
歌
の
演
技
を
披
露

し
、出
港
す
る
船
員
を
激
励
し
た
。

　
式
典
で
は
、
菅
原
茂
気
仙
沼
市

長
か
ら
激
励
の
祝
辞
が
述
べ
ら
れ

た
後
、
出
港
す
る
各
船
の
漁
労
長

へ
花
束
が
贈
呈
さ
れ
た
。

　
全
船
の
出
港
準
備
が
整
い
、
各

船
を
代
表
し
て
「
第
八
十
一
豊
清

丸
」
の
中
舘
捷
夫
漁
労
長
が
「
宮

　
続
い
て
各
船
の
漁
労
長
へ
花
束

が
贈
呈
さ
れ
、
各
船
を
代
表
し

て
「
第
十
八
三
笠
丸
」
の
髙
橋
昇

司
漁
労
長
が
「
乗
組
員
が
一
致
団

結
し
て
、
航
海
の
安
全
、
大
漁
目

指
し
、
頑
張
っ
て
行
っ
て
き
ま
す
」

と
大
漁
満
船
へ
の
意
気
込
み
を
語

り
、
各
船
は
見
送
り
の
声
援
を
受

け
、
一
路
、
北
海
道
の
花
咲
港
へ

向
け
て
出
港
し
た
。

小
名
浜
港（
小
名
浜
支
部
）

　
サ
ン
マ
漁
の
主
力
と
な
る
棒
受

け
網
漁
が
８
月
10
日
の
午
前
０

時
に
解
禁
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
福

島
県
の
サ
ン
マ
水
揚
げ
拠
点
で
あ

る
、
い
わ
き
市
の
小
名
浜
港
か
ら

８
月
６
日
、
福
島
船
団
が
大
漁
旗

を
掲
げ
、
集
結
先
と
な
る
北
海
道

の
釧
路
港
に
向
け
て
出
港
し
た
。

ン
マ
漁
初
旬
の
水
揚
げ
拠
点
と
な

る
北
海
道
の
花
咲
港
（
根
室
市
）

に
向
け
て
出
港
し
た
。

　
出
港
日
は
、
台
風
17
号
の
動
静

が
心
配
さ
れ
た
が
晴
天
と
な
り
、

三
浦
悟
漁
労
長
は
「
水
産
研
究
・

教
育
機
構
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
今

年
の
資
源
量
も
低
い
数
値
予
測
に

あ
る
が
、
乗
組
員
一
丸
と
な
り
安

全
で
事
故
な
く
操
業
し
た
い
」
と

抱
負
を
語
っ
た
。

　
昨
年
の
サ
ン
マ
漁
は
、
沿
岸
に

漁
場
が
形
成
さ
れ
る
な
ど
し
、
各

船
が
豊
漁
と
な
っ
た
が
、
今
年
は

日
本
沿
岸
の
海
水
温
の
上
昇
に
加

え
、
燃
料
油
価
格
や
漁
業
資
材
の

高
騰
、
物
価
上
昇
な
ど
、
サ
ン
マ

漁
業
を
取
り
巻
く
経
営
環
境
は
懸

念
材
料
が
多
い
。

　
乗
組
員
た
ち
は
、
見
送
り
に
来

た
家
族
や
漁
業
関
係
者
か
ら
の
声

援
に
笑
顔
で
応
え
、
大
漁
旗
を
な

び
か
せ
出
港
し
た
。
本
船
は
サ
ン

マ
を
求
め
、
北
海
道
東
沖
か
ら
銚

子
沖
に
か
け
て
の
漁
場
で
12
月
頃

ま
で
操
業
す
る
予
定
。

富
山
県・魚
津
港（
北
陸
支
部
）

　
強
い
日
差
し
が
照
り
つ
け
る
８

月
６
日
、
富
山
県
の
魚
津
港
か

ら
、
北
陸
支
部
が
担
当
す
る
中
島

漁
業
株
式
会
社
所
有
の
サ
ン
マ
棒

受
け
網
漁
船
「
第
八
珠
の
浦
丸
」

が
、
家
族
や
漁
業
関
係
者
に
見
守

ら
れ
、
集
結
先
の
北
海
道
根
室
市

の
花
咲
港
に
向
け
て
出
港
し
た
。

　
出
港
に
あ
た
り
富
山
県
鮭
鱒
漁

業
協
同
組
合
の
中
島
泰
成
組
合
長

は
「
昨
年
同
様
に
今
年
も
資
源
量

は
低
調
と
の
厳
し
い
予
測
に
あ
る

が
、
昨
年
の
予
測
も
そ
う
で
あ
り

な
が
ら
も
豊
漁
に
な
っ
た
経
緯
も

あ
り
、
沖
に
出
て
実
際
に
漁
を
し

て
み
な
け
れ
ば
分
か
ら
な
い
。
安

全
第
一
で
操
業
に
努
め
頑
張
っ
て

き
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
出
港
す
る
猟
田
雄
輔
漁
労
長
は

「
漁
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
何
よ
り
も

乗
組
員
全
員
が
健
康
に
留
意
し
、

け
が
を
し
な
い
よ
う
頑
張
り
た
い
」

と
、
安
全
最
優
先
で
操
業
に
臨
む

と
の
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

　
本
船
は
、
花
咲
港
か
ら
10
日
の

０
時
を
も
っ
て
漁
場
に
出
漁
し
、

北
海
道
沖
か
ら
銚
子
沖
に
か
け
て

の
漁
場
で
12
月
頃
ま
で
操
業
す
る

予
定
。

　
サ
ン
マ
棒
受
け
網
漁
が
８
月
10
日
０
時
に
解
禁
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
北
海
道
根
室
市
の
花
咲
港
か
ら
サ
ン
マ
漁
船
が
一
斉
に

出
港
し
た
。
今
年
の
サ
ン
マ
漁
場
へ
の
来
遊
量
は
昨
年
を
下
回
り
、
大
き
さ
も
小
ぶ
り
の
予
想
と
な
っ
て
い
る
。
棒
受
け
網
漁

は
、
サ
ン
マ
が
光
に
集
ま
る
習
性
を
利
用
し
集
魚
灯
で
網
に
誘
導
す
る
日
本
の
伝
統
漁
法
。
主
に
北
海
道
か
ら
東
の
公
海
で
操

業
し
た
後
、
ロ
シ
ア
水
域
を
含
む
近
海
で
も
操
業
を
行
う
が
、
今
季
は
日
露
間
で
の
漁
業
交
渉
の
妥
結
が
遅
れ
た
こ
と
な
ど
を

受
け
、
ロ
シ
ア
水
域
の
操
業
を
見
送
る
た
め
、
水
揚
げ
量
の
推
移
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

北
海
道
沖
〜
銚
子
沖
で
操
業

北
海
道
沖
〜
銚
子
沖
で
操
業

気仙沼港

富山県・魚津港

小名浜港小名浜港小名浜港

秋の味覚サンマの大漁目指し出漁！秋の味覚サンマの大漁目指し出漁！
福来旗で航海安全と大漁を願う
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横
浜
開
港
１
６
７
周
年
み
な
と

祭
優
良
海
事
関
係
者
表
彰
式

　
７
月
29
日
、
横
浜
港
大
さ
ん
橋

国
際
客
船
タ
ー
ミ
ナ
ル
内
の
大

さ
ん
橋
ホ
ー
ル
で
、
横
浜
開
港

１
６
７
周
年
み
な
と
祭
優
良
海
事

関
係
者
表
彰
式
が
行
わ
れ
た
。

　
船
員
関
係
者
で
表
彰
さ
れ
た
の

は
新
協
和
海
運
株
式
会
社
の
小
山

内
誠
一
船
長
、
株
式
会
社
新
日
本

海
洋
社
の
勝
野
大
輔
機
関
長
、
東

京
汽
船
株
式
会
社
の
金
野
達
彦
船

長
、
軍
司
裕
機
関
長
、
下
田
和
博

甲
板
員
の
５
人
。

　
式
典
で
は
山
中
竹
春
横
浜
市
長

か
ら
、
港
湾
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
船
員

の
各
代
表
者
に
表
彰
状
が
授
与
さ

れ
、
船
員
を
代
表
し
て
勝
野
機
関

長
が
登
壇
し
た
。

　
山
中
横
浜
市
長
は
、
今
回
表
彰

の
対
象
と
な
っ
た
港
湾
エ
ン
ジ
ニ

ア
36
人
と
船
員
５
人
の
永
年
に
わ

た
る
横
浜
港
へ
の
貢
献
を
た
た
え

た
。
続
い
て
来
賓
各
位
か
ら
祝
辞

が
述
べ
ら
れ
、
最
後
に
家
族
を
交

え
て
記
念
撮
影
が
行
わ
れ
式
典
は

終
了
し
た
。

令
和
８
年
「海
の
日
」表
彰
式

　
７
月
28
日
、
横
浜
市
開
港
記
念

会
館
で
、
国
土
交
通
省
関
東
運
輸

局
と
関
東
地
方
整
備
局
、
第
三
管

区
海
上
保
安
本
部
が
合
同
で
主
催

す
る
令
和
８
年
「
海
の
日
」
表
彰

式
が
行
わ
れ
た
。

　
関
東
運
輸
局
長
表
彰
の
部
で
は

船
員
２
人
が
表
彰
さ
れ
、
鹿
島
埠

頭
株
式
会
社
の
河
野
昌
行
船
長
が

船
員
代
表
と
し
て
表
彰
状
を
受
け

取
り
、
永
年
に
わ
た
る
勤
続
の
栄

誉
を
た
た
え
ら
れ
た
。

　
そ
の
後
、
来
賓
の
新
保
康
裕
横

浜
市
港
湾
局
長
、
内
野
洋
次
郎
横

浜
税
関
局
長
、
そ
し
て
全
日
本
海

員
組
合
の
浦
隆
幸
関
東
地
方
支
部

長
が
祝
辞
を
述
べ
て
、
表
彰
式
典

は
閉
式
し
た
。

海運・水産懇談会海運・水産懇談会
令和８年度愛媛地区令和８年度愛媛地区令和８年度愛媛地区

　
２
０
２
６
年
９
月
５
日

中
央
選
挙
委
員
会
　
議
長
　
　
　
齋
藤
　
洋

第
40
期
全
国
委
員
の
資
格
喪
失
告
示

　
一
、
次
の
者
は
、
規
約
第
47
条
Ａ
項
６
号
に
よ
り
、
全
国
委

員
資
格
を
喪
失
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　《
地
方
区
・
地
方
単
位
》

　
０
４
　
関
西

小
島
　
英
悟

　
０
５
　
中
・
四
国

山
地
　
健
太

　
０
６
　
九
州
関
門

河
合
　
俊
季

第
40
期
全
国
委
員
・
補
充
選
挙
の
告
示

　
規
約
第
45
条
お
よ
び
全
国
委
員
選
挙
規
則
第
25
条
に
基
づ
き
、

第
40
期
全
国
委
員
補
充
選
挙
の
実
施
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
告

示
す
る
。

　
一
、
補
充
選
挙
を
行
う
選
挙
単
位
と
補
充
定
員

　《
選
挙
単
位
コ
ー
ド
・
単
位
名
》

　
地
方
単
位
　
０
４
　
関
西

１
名

　
二
、
補
充
選
挙
の
実
施
日
程

　
立
候
補
届
出
期
間
　
　
　
２
０
２
６
年
９
月
５
日
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
０
２
６
年
９
月
14
日
ま
で

　
候
補
者
告
示
　
　
　
　
　
２
０
２
６
年
９
月
15
日

　
投
票
期
間
　
　
　
　
　
　
２
０
２
６
年
９
月
15
日
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
０
２
６
年
10
月
14
日
ま
で

　
当
選
人
告
示
　
　
　
　
　
２
０
２
６
年
10
月
15
日
（
予
定
）

　
三
、
補
充
選
挙
の
被
選
挙
人

　（
１
）
地
方
区

　
全
国
委
員
選
挙
規
則
第
25
条
Ａ
項
に
よ
り
、
補
充
選
挙
告
示

日
に
当
該
地
方
単
位
の
支
部
機
関
に
配
属
さ
れ
て
お
り
、
選
挙

資
格
を
有
す
る
執
行
部
員
と
す
る

　
四
、
立
候
補
の
届
け
出

　
立
候
補
を
す
る
者
は
、
全
国
委
員
選
挙
規
則
付
表
の
一
に
定

め
る
様
式
に
基
づ
く
立
候
補
届
を
担
当
地
区
選
挙
委
員
会
へ
提

出
す
る
こ
と
。

　
五
、
補
充
選
挙
の
実
施
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

中
央
選
挙
委
員
会
事
務
局
（
総
務
部
）

以
　
上

　
７
月
10
日
、
愛
媛
県
松
山
市
の

ホ
テ
ル
ア
イ
ス
ル
松
山
で
令
和
８

年
度
愛
媛
地
区
海
運
・
水
産
懇
談

会
を
開
催
し
、
会
社
関
係
者
12
社

19
人
、
海
事
系
教
育
機
関
３
校
３

人
、
四
国
運
輸
局
１
人
、
組
合
政

治
参
与
１
人
、
本
組
合
か
ら
平
岡

英
彦
中
央
執
行
委
員
を
は
じ
め
と

す
る
執
行
部
10
人
が
出
席
し
、
愛

媛
地
区
の
船
員
不
足
を
中
心
と
す

る
船
員
政
策
諸
課
題
に
つ
い
て
意

見
交
換
を
行
っ
た
。

　
は
じ
め
に
清
水
駿
愛
媛
支
部

長
が
「
業
界
の
喫
緊
の
課
題
で
あ

る
船
員
後
継
者
確
保
・
育
成
の
問

題
を
主
眼
と
し
て
、
当
地
区
に
お

け
る
船
員
政
策
や
諸
課
題
に
つ
い

て
、
官
学
労
使
の
各
視
点
か
ら
現

状
を
披
歴
し
て
い
た
だ
き
、
共
通

認
識
と
情
報
共
有
を
図
り
た
い
。

特
に
四
国
地
区
に
お
い
て
は
、
内

航
の
有
効
求
人
倍
率
は
常
に
６

倍
を
超
え
、
直
近
で
は
９
倍
を
超

え
る
な
ど
、
船
社
数
の
多
い
四
国

地
区
の
船
員
不
足
は
大
き
な
問
題

と
な
っ
て
い
る
。
本
日
の
議
論
が

海
運
・
水
産
業
界
、
さ
ら
に
は
四

国
の
発
展
に
つ
な
が
る
有
意
義
な

懇
談
会
と
な
る
よ
う
お
願
い
し
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
懇
談
会
で
は
、
本
組
合
が
船
員

後
継
者
確
保
・
育
成
に
向
け
た
取

り
組
み
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
を

対
象
と
し
た
体
験
乗
船
や
小
学

校
へ
の
出
前
授
業
な
ど
を
説
明
し

た
。

　
続
い
て
四
国
運
輸
局
か
ら
四
国

管
内
の
雇
用
状
況
、
水
産
高
校
と

船
社
と
の
情
報
共
有
事
業
な
ど
の

実
績
報
告
、
各
船
員
養
成
教
育
機

関
・
水
産
系
高
等
学
校
か
ら
学
生

の
就
職
状
況
や
各
学
校
を
取
り
巻

く
状
況
の
説
明
を
受
け
た
後
、
意

見
交
換
を
行
い
、
出
席
者
か
ら
活

発
な
意
見
が
出
さ
れ
た
。

《
愛
媛
支
部
＝
発
信
》

「海の日」表彰式典「海の日」表彰式典
優良海事関係者表彰式（横浜市主催）

令和８年「海の日」表彰式（関東運輸局・第三管区海上保安部主催）

祝辞を述べる浦隆幸関東地方支部長祝辞を述べる浦隆幸関東地方支部長祝辞を述べる浦隆幸関東地方支部長

河野昌行船長（鹿島埠頭株式会社）河野昌行船長（鹿島埠頭株式会社）河野昌行船長（鹿島埠頭株式会社）

船員で受賞された皆さん船員で受賞された皆さん船員で受賞された皆さん 船員代表の勝野大輔機関長（株式会社新日本海洋社）船員代表の勝野大輔機関長（株式会社新日本海洋社）船員代表の勝野大輔機関長（株式会社新日本海洋社）

受賞者と家族を交えての記念撮影受賞者と家族を交えての記念撮影受賞者と家族を交えての記念撮影
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量
戦
没
者
の
出
た
船
舶
▽
神
戸
港

お
よ
び
周
辺
海
域
に
お
け
る
空
襲

と
機
雷
敷
設
―
な
ど
を
中
心
に
当

時
の
状
況
を
解
説
し
た
。

　
見
学
で
特
に
印
象
が
強
か
っ
た

こ
と
は
、
徴
用
船
が
沈
没
し
船
員

不
足
と
な
っ
た
頃
、
漁
船
ま
で
も

が
徴
用
船
と
な
っ
て
い
た
こ
と
や
、

２
〜
３
カ
月
の
短
期
間
で
船
員
を

養
成
す
る
普
通
海
員
養
成
所
に
14

歳
の
少
年
が
学
び
乗
船
し
た
事
実

で
、
当
時
の
戦
争
の
悲
惨
で
過
酷

な
現
実
が
分
か
る
。

　
来
館
さ
れ
た
河
野
順
海
事
局
次

長
か
ら
「
貴
重
な
資
料
の
数
々
を
、

実
際
に
見
た
り
、
解
説
を
受
け
た

り
す
る
こ
と
で
、
記
憶
へ
の
残
り

方
が
全
く
違
う
」
と
感
想
が
述
べ

ら
れ
、
意
見
交
換
を
行
っ
た
後
、

幹
部
の
方
々
が
大
変
興
味
深
く
勉

強
に
な
っ
た
と
感
謝
を
述
べ
、
資

料
館
の
見
学
を
終
え
た
。

《
関
西
地
方
支
部
＝
発
信
》

　
８
月
８
日
、
全
日
本
海
員
組
合

関
西
地
方
支
部
会
館
内
の
「
戦
没

し
た
船
と
海
員
の
資
料
館
」
に
、

国
土
交
通
省
海
事
局
と
神
戸
運
輸

監
理
部
の
方
々
が
訪
れ
、
館
内
を

見
学
し
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　
資
料
館
を
訪
れ
た
の
は
、
河
野

順
国
土
交
通
省
海
事
局
次
長
、
岡

村
知
則
国
土
交
通
省
海
事
局
海
技

課
船
員
教
育
室
長
、
小
磯
康
神
戸

運
輸
監
理
部
長
、
杉
山
功
神
戸
運

輸
監
理
部
海
事
振
興
部
長
、
武
津

京
佳
神
戸
運
輸
監
理
部
海
事
振

興
部
船
員
労
政
課
課
長
の
５
人
。

「
戦
没
し
た
船
と
海
員
の
資
料
館
」

の
山
﨑
秀
和
館
長
（
関
西
地
方
支

部
長
）
と
資
料
館
の
ス
タ
ッ
フ
が

館
内
を
案
内
し
、
展
示
資
料
の
説

明
を
行
っ
た
。

　
見
学
で
は
、
資
料
館
ス
タ
ッ
フ

の
岡
村
世
紀
一
さ
ん
が
、
展
示
さ

れ
て
い
る
▽
戦
時
中
に
船
舶
と
船

員
に
施
行
さ
れ
た
法
令
一
覧
▽
大

国土交通省海事局・神戸運輸監理部の幹部が国土交通省海事局・神戸運輸監理部の幹部が

資料館を見学・意見交換資料館を見学・意見交換

戦没した船と海員の資料館戦没した船と海員の資料館戦没した船と海員の資料館

各自治体へ各自治体へ
海運・船員の政策諸課題に海運・船員の政策諸課題に

関する申し入れ関する申し入れ

中・四国地方支部中・四国地方支部中・四国地方支部

左から峰義臣安芸津フェリー全国委員、除補修中・四国地方支部長、高垣廣德東広左から峰義臣安芸津フェリー全国委員、除補修中・四国地方支部長、高垣廣德東広左から峰義臣安芸津フェリー全国委員、除補修中・四国地方支部長、高垣廣德東広
島市長、中原好治広島県議会議員（組合政治参与）、西本博之広島県議会議員島市長、中原好治広島県議会議員（組合政治参与）、西本博之広島県議会議員島市長、中原好治広島県議会議員（組合政治参与）、西本博之広島県議会議員

出口嘉一三浦市長の追悼の言葉出口嘉一三浦市長の追悼の言葉出口嘉一三浦市長の追悼の言葉

左から杉山功神戸運輸監理部海事振興部長、岡村知則海事局海技課船員教育室長、左から杉山功神戸運輸監理部海事振興部長、岡村知則海事局海技課船員教育室長、左から杉山功神戸運輸監理部海事振興部長、岡村知則海事局海技課船員教育室長、
小磯康神戸運輸監理部長、河野順海事局次長、山﨑秀和館長、岡村世紀一スタッフ、佐小磯康神戸運輸監理部長、河野順海事局次長、山﨑秀和館長、岡村世紀一スタッフ、佐小磯康神戸運輸監理部長、河野順海事局次長、山﨑秀和館長、岡村世紀一スタッフ、佐
藤宗昭関西地方支部副支部長、武津京佳神戸運輸監理部海事振興部船員労政課課長藤宗昭関西地方支部副支部長、武津京佳神戸運輸監理部海事振興部船員労政課課長藤宗昭関西地方支部副支部長、武津京佳神戸運輸監理部海事振興部船員労政課課長

岡村スタッフから説明を受ける河野順海事局次長（右）岡村スタッフから説明を受ける河野順海事局次長（右）岡村スタッフから説明を受ける河野順海事局次長（右）

　
中
・
四
国
地
方
支
部
は
、
６
月

８
日
か
ら
７
月
２
日
に
か
け
、
中

・
四
国
地
方
支
部
管
内
の
各
自
治

体
へ
、
海
運
・
船
員
政
策
の
申
し

入
れ
を
行
っ
た
。

申
し
入
れ
先

▽
６
月
８
日
：
東
広
島
市
、
東
広

島
市
議
会

▽
６
月
10
日
：
廿
日
市
市
、
廿
日

市
市
議
会

▽
６
月
12
日
：
呉
市
、
呉
市
議
会

▽
６
月
30
日
：
境
港
市

▽
７
月
２
日
：
島
根
県
、
島
根
県

議
会

　
各
自
治
体
へ
▽
船
員
後
継
者
の

確
保
・
育
成
に
向
け
た
取
り
組
み

に
つ
い
て
▽
船
員
の
住
民
税
減
免

措
置
の
実
施
▽
船
員
養
成
教
育
機

関
の
維
持
・
定
員
拡
大
▽
船
舶
燃

料
油
対
策
な
ど
の
減
免
措
置
▽
海

上
公
共
交
通
へ
の
支
援
政
策
の
実

現
▽
海
難
事
故
撲
滅
と
安
全
対
策

―
な
ど
を
強
く
求
め
た
。

　
８
月
16
日
、
19
時
30
分
か
ら
、

三
浦
市
民
ホ
ー
ル
で
、
令
和
８
年

度
海
上
殉
難
者
慰
霊
祭
式
典
が
し

め
や
か
に
執
り
行
わ
れ
、
遺
族
や

関
係
者
な
ど
約
１
０
０
人
が
参
列

し
た
。

　
海
上
殉
難
者
慰
霊
祭
は
、
三
崎

港
発
展
の
礎
に
な
っ
た
漁
業
者
の

死
を
悼
む
も
の
で
、
合
祀
者
は
今

年
度
１
名
が
新
た
に
合
祀
さ
れ

７
５
８
柱
と
な
っ
た
。

　
慰
霊
祭
を
主
催
す
る
実
行
委
員

会
は
、
三
浦
市
と
全
日
本
海
員
組

合
三
崎
支
部
、
三
崎
鮪
船
主
協
会

な
ど
７
団
体
で
構
成
さ
れ
、
出
口

嘉
一
三
浦
市
長
が
委
員
長
を
務
め

て
い
る
。

　
は
じ
め
に
出
口
三
浦
市
長
が

「
全
国
有
数
の
遠
洋
マ
グ
ロ
漁
業

基
地
と
し
て
発
展
し
た
三
崎
港
を

取
り
巻
く
状
況
は
非
常
に
厳
し
い

が
、
水
産
業
を
中
心
に
関
係
産
業

の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

三
浦
市
の
水
産
業
が
発
展
す
る
こ

と
が
、
海
に
生
き
、
海
に
殉
じ
ら

れ
た
諸
霊
に
報
い
る
道
と
信
じ
て

い
る
。
合
祀
さ
れ
た
諸
霊
の
冥
福

と
ご
遺
族
の
平
安
を
お
祈
り
す

る
」
と
追
悼
の
言
葉
を
述
べ
た
。

　
続
い
て
実
行
委
員
会
を
代
表

し
、
全
日
本
海
員
組
合
三
崎
支
部

の
浦
隆
幸
関
東
地
方
支
部
長
兼
三

崎
支
部
長
が
「
諸
霊
は
、
生
前
海

を
職
場
に
沿
岸
、
沖
合
、
遠
洋
と

そ
れ
ぞ
れ
の
漁
場
に
魚
群
を
追
い

求
め
、
水
産
業
の
第一線
に
立
ち
専

心
漁
労
に
従
事
さ
れ
、
大
い
な
る

活
躍
を
さ
れ
た
。
海
難
事
故
撲
滅

に
な
お一層
の
努
力
を
傾
注
す
る

と
と
も
に
諸
霊
の
意
思
を
体
し
水

産
業
の
発
展
の
た
め
に
限
り
な
い

前
進
を
す
る
こ
と
を
お
誓
い
申
し

上
げ
る
」
と
追
悼
の
言
葉
を
述
べ
、

慰
霊
祭
式
典
後
、
三
崎
港
内
で
海

上
灯
籠
流
し
と
読
経
が
行
わ
れ

た
。

《
三
崎
支
部
＝
発
信
》

令和８年度令和８年度

海上殉難者慰霊祭海上殉難者慰霊祭
読経と灯篭流しで758柱の冥福祈る読経と灯篭流しで758柱の冥福祈る

灯篭流し（三崎港）灯篭流し（三崎港）灯篭流し（三崎港） 式典風景式典風景式典風景

戦没した船と海員の資料館戦没した船と海員の資料館戦没した船と海員の資料館

境港市境港市境港市

島根県島根県島根県 廿日市市廿日市市廿日市市

呉市呉市呉市 東広島市東広島市東広島市



2026年（令和８年）９月５日　　（4）第 3127 号 （第３種郵便物認可）

県
原
爆
被
害
者
団
体
協
議
会
の
切

明
千
枝
子
さ
ん
の
被
爆
体
験
証
言

や
高
校
生
平
和
大
使
か
ら
メ
ッ
セ

ー
ジ
が
伝
え
ら
れ
た
。

　
式
典
の
最
後
に
、
連
合
広
島
の

大
野
真
人
会
長
か
ら
、
連
合
長
崎

の
岩
永
洋
一
会
長
へ
ピ
ー
ス
フ
ラ

ッ
グ
が
リ
レ
ー
さ
れ
閉
会
し
た
。

《
中
・
四
国
地
方
支
部
＝
発
信
》

２
０
２
６
平
和
ナ
ガ
サ
キ
集
会

　
長
崎
市
に
原
子
爆
弾
が
投
下
さ

れ
て
81
年
を
迎
え
る
８
月
８
日
、

長
崎
県
立
総
合
体
育
館
で
「
被
爆

81
年
連
合
２
０
２
６
平
和
ナ
ガ
サ

キ
集
会
」
が
開
催
さ
れ
、
県
内
外

か
ら
１
５
１
５
人
が
参
加
し
た
。

　
集
会
の
は
じ
め
、
連
合
長
崎
の

岩
永
洋
一
会
長
が
「
81
年
前
の
８

月
９
日
、
こ
の
長
崎
の
街
を
襲
っ

た
の
は
文
字
通
り
『
生
き
地
獄
』

と
し
か
言
い
よ
う
の
な
い
惨
劇
で

あ
っ
た
。
こ
の
苦
し
み
の
な
か
に

２
０
２
６
平
和
ヒ
ロ
シ
マ
集
会

　
８
月
５
日
、
広
島
市
中
区
の
上

野
学
園
ホ
ー
ル
で
「
連
合
２
０
２

６
平
和
ヒ
ロ
シ
マ
集
会
」
が
開
催

さ
れ
、
全
国
各
地
か
ら
１
７
３
９

人
が
参
加
し
た
。

　
集
会
に
先
立
ち
、
全
日
本
海
員

組
合
中
・
四
国
地
方
支
部
管
内
の

執
行
部
と
職
員
一
同
の
、
平
和
へ

の
祈
り
が
込
め
ら
れ
た
千
羽
鶴
が

献
納
さ
れ
た
。

　
集
会
の
は
じ
め
、
参
加
者
全
員

の
黙
と
う
が
さ
さ
げ
ら
れ
、
主
催

者
を
代
表
し
て
、
日
本
労
働
組
合

総
連
合
会
（
連
合
）
の
芳
野
友
子

会
長
が
あ
い
さ
つ
を
述
べ
た
。

　
続
い
て
、
連
合
広
島
の
大
野
真

人
会
長
が
「
平
和
を
願
う
気
持
ち

は
国
民
の
共
通
認
識
。
今
こ
そ
、

核
兵
器
廃
絶
と
世
界
の
恒
久
平
和

の
実
現
に
向
け
て
、
力
を
結
集
し

よ
う
」
と
力
強
く
発
信
し
、
広
島

自
分
た
ち
の
最
愛
の
家
族
で
あ
っ

た
な
ら
、
ど
れ
ほ
ど
の
絶
望
と
悲

し
み
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
私

た
ち
は
こ
の
惨
劇
の
記
憶
と
平
和

へ
の
願
い
を
次
世
代
に
つ
な
ぐ
責

任
が
あ
る
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
続
い
て
主
催
者
を
代
表
し
、
日

本
労
働
組
合
総
連
合
会
（
連
合
）

の
神
保
政
史
事
務
局
長
が
「
核
な

き
世
界
が
足
踏
み
す
る
現
実
を
重

く
受
け
止
め
、
核
兵
器
廃
絶
と
世

界
平
和
へ
の
思
い
を
共
有
し
つ
つ
、

今
後
の
運
動
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
ま
た
、
被
爆
者
の
松
本
美
都

恵
さ
ん
か
ら
「
原
爆
が
投
下
さ
れ

た
時
は
爆
心
地
か
ら
離
れ
た
疎
開

先
に
向
か
う
途
中
で
あ
り
、
直
接

的
な
被
爆
は
免
れ
た
が
、
熱
線
で

皮
膚
が
た
だ
れ
た
人
の
姿
と
、
喉

の
渇
き
を
訴
え
て
い
た
人
が
水
を

飲
ん
だ
と
た
ん
に
亡
く
な
っ
て
い

く
場
面
を
鮮
明
に
覚
え
て
い
る
。

連合（日本労働組合総連合会）連合（日本労働組合総連合会）連合（日本労働組合総連合会）

広島と長崎で平和集会広島と長崎で平和集会

海浜クリーンアップ活動海浜クリーンアップ活動
海の日関連行事海の日関連行事海の日関連行事

北
九
州
市
・
和め

か

り

布
刈
公
園

　
７
月
２
日
、
北
九
州
市
和
布
刈

地
区
で
全
日
本
海
員
組
合
九
州
関

門
地
方
支
部
主
催
の
「
ウ
ォ
ー
タ

ー
フ
ロ
ン
ト
ク
リ
ー
ン
マ
ナ
ー
ア

ッ
プ
作
戦
」
を
実
施
し
、
和
布
刈

公
園
内
に
あ
る
明
石
与
次
兵
衛
の

石
塔
周
辺
と
殉
職
船
員
慰
霊
碑
周

辺
を
関
係
職
場
委
員
、
各
社
組
合

員
の
協
力
の
も
と
総
勢
14
人
で
清

掃
を
行
っ
た
。

大
分
市
・
田
ノ
浦
ビ
ー
チ

　
７
月
７
日
、
大
分
市
田
ノ
浦
ビ

ー
チ
で
、
大
分
海
の
日
協
賛
会
主

催
の
「
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
ク

リ
ー
ン
作
戦
」
を
実
施
し
、
全
国

海
友
婦
人
会
（
大
分
地
区
）
と
海

事
関
係
諸
団
体
の
総
勢
14
人
が
参

加
し
海
浜
清
掃
を
行
っ
た
。

福
岡
市
・
博
多
ふ
頭

　
７
月
14
日
、
博
多
ふ
頭
で
、
福

運動の継続で核兵器廃絶と恒久平和を実現しよう

岡
海
の
日
協
賛
会
主
催
の
「
海
の

日
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
活
動
」
を
実

施
し
、
福
岡
海
寿
会
と
九
州
郵
船

株
式
会
社
の
現
場
組
合
員
、
海
事

関
係
諸
団
体
の
総
勢
27
人
が
参
加

し
、
サ
ン
セ
ッ
ト
パ
ー
ク
か
ら
、

ぴ
あ
ト
ピ
ア
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
周
辺

の
海
浜
清
掃
を
行
っ
た
。

　
今
年
も
天
候
に
恵
ま
れ
、
多
数

の
参
加
者
の
協
力
で
海
浜
清
掃
活

動
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後

も
海
の
恩
恵
に
感
謝
し
、
美
し
い

海
を
未
来
へ
引
き
継
ぐ
た
め
、
環

境
保
全
活
動
お
よ
び
地
域
貢
献
活

動
の
一
環
と
し
て
ク
リ
ー
ン
ア
ッ

プ
活
動
を
推
進
し
て
い
く
。

《
九
州
関
門
地
方
支
部
＝
発
信
》

鹿
児
島
市

　
７
月
24
日
、「
海
の
日
」
関
連

行
事
の
一
つ
、
海
の
日
ク
リ
ー
ン

ア
ッ
プ
大
作
戦
を
実
施
し
、
鹿
児

島
支
部
近
辺
の
清
掃
活
動
を
行
っ

た
。

こ
の
よ
う
な
悲
劇
を
も
た
ら
す

戦
争
を
繰
り
返
し
て
は
な
ら
な
い
」

と
被
爆
体
験
が
語
ら
れ
た
。

　
集
会
で
は
ユ
ー
ス
代
表
団
の
活

動
が
紹
介
さ
れ
た
ほ
か
、
高
校
生

平
和
大
使
か
ら
「
微
力
だ
け
ど
無

力
じ
ゃ
な
い
！
」
と
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
読
み
あ
げ
ら
れ
、「
世
界
に
は

約
１
万
２
０
０
０
発
の
核
兵
器
が

存
在
す
る
な
か
、
核
兵
器
の
な
い

世
界
は
被
爆
者
の
悲
願
で
あ
る
。

平
和
へ
の
強
い
誓
い
を
新
た
に
共

有
し
、
対
話
と
連
帯
を
深
め
、
粘

り
強
く
運
動
を
続
け
て
い
く
こ
と

を
宣
言
す
る
」
と
の
平
和
ア
ピ
ー

ル
が
採
択
さ
れ
た
。

　
翌
日
の
８
月
９
日
は
、
81
年
前

に
原
子
爆
弾
が
長
崎
に
投
下
さ
れ

た
日
で
あ
り
、
今
年
も
多
く
の
人

が
爆
心
地
公
園
に
集
い
、
祈
り
を

さ
さ
げ
た
。

《
長
崎
支
部
＝
発
信
》

　
当
日
の
鹿
児
島
地
方
は
炎
天
下

で
気
温
も
30
度
を
超
え
、
熱
中
症

に
注
意
を
払
い
な
が
ら
執
行
部
、

職
場
委
員
、
現
場
組
合
員
な
ど
、

27
人
が
参
加
し
た
。

　
今
回
の
清
掃
区
域
は
広
範
囲
と

な
っ
た
た
め
複
数
の
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
分
別
用
の
ゴ

ミ
袋
と
飲
料
水
を
持
ち
な
が
ら
、

各
人
が
体
調
管
理
と
け
が
に
注
意

し
て
の
清
掃
作
業
と
な
っ
た
。

　
普
段
は
交
流
す
る
こ
と
が
な
い

同
業
他
社
の
組
合
員
と
協
力
し
合

い
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め

な
が
ら
の
清
掃
活
動
と
な
り
、
参

加
者
か
ら
は
「
普
段
気
に
し
た
こ

と
も
な
か
っ
た
場
所
だ
が
、
今
回

清
掃
を
行
っ
て
見
え
て
い
な
い
場

所
ま
で
気
に
か
け
た
こ
と
で
心
か

ら
気
持
ち
良
く
な
っ
た
。
他
社
の

組
合
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
も
と
れ
た
の
で
来
年
も
参
加
し

た
い
」
と
の
声
が
聞
か
れ
た
。

《
鹿
児
島
支
部
＝
発
信
》

北九州市北九州市北九州市

大分市大分市大分市

福岡市福岡市福岡市

鹿児島市鹿児島市鹿児島市

清掃開始清掃開始清掃開始

平和ナガサキ集会平和ナガサキ集会平和ナガサキ集会

千羽鶴を献納（中・四国地方支部）千羽鶴を献納（中・四国地方支部）千羽鶴を献納（中・四国地方支部）

清掃風景清掃風景清掃風景

平和ヒロシマ集会平和ヒロシマ集会平和ヒロシマ集会
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